
は自然数とする。次の各問いに答えよ。ただし、答えは結果のみ解答欄に記入せよ。１
　次の数列から一般項  を推測し、一般項  をの式で表せ。

　－　、、、、、、、、、、………

　－　、、、、、、、、、、……

　漸化式  、
 

 

    で定まる数列  の一般項  をの式で表せ。

　漸化式  、   



で定まる数列  について、次の問いに答えよ。

　－　一般項  をの式で表せ。

　－　
 
  を求めよ。

解説

　

－　  の階差数列を  とすると

　　　　  ：、、、、、、、、、、……

　　　　  ：　　　　　　　　　　、……

　より、  
 と推測される。

　よって、のとき、     
 より

　　　　    
 

 




　　　　　


    

　　　　　



 



 



　 のときも成立

－　  の階差数列を  とすると

　　　　  ：、、、、、、、、、、……

　　　　  ：　　　　　　　　　、……

　より、  
 と推測される。

　よって、のとき、     
 より

　　　　    
 

 




　　　　　





    

　　　　　



 



 



 　 のときも成立

　
 



   とおくと

　与式より、     ………①

　①から、      ………②

　②①より

　　　　　　          

　　　　∴　       

　　　　∴　          

　　　　∴　     
      ………③

　ここで、①にを代入して

　　　　　　    

　　　　∴　      

　　　　∴　      

　よって、③より

　　　　　　     
  ･･  

　　　　∴　
 
 






　  


とおくと  


 

　　　　     

　　　　∴　   

　　　　∴　  

　　　　∴　




　　　　∴　    ･ 

　漸化式  、   



で定まる数列  について、次の問いに答えよ。

　－　与式より

　　　　　　　
   






   





　　　　　∴　

  
  


………①

  
 


………②

　ここで、  であることを示す。

　ⅰ　のとき、成立。

　ⅱ　のとき、  が成り立つと過程すると

　　のとき

　①より

　　　   
 


　 仮定より

　よって、のときも成立。

　以上より、すべての自然数に対して、  は成立する。

　よって、  より、
①

②
から

　　　
  

  

  

 

　  
 

 
とおくと、  





　　　    

　∴　  



･   ･  

　ここで、  
 

 
より

　　　      

　∴　       

　∴　  
  

 

　∴　  
･･    

･   

　∴　  
･   

･     
 

  

　①かつ、  より

　　　


  




 

　∴　


  


  

 

　∴　


  




 

　ここで、  


 
とおくと　   





　　　    

　∴　   



  





　∴　  



   ･  





　∴　  



･

  




　よって、  


 
より

　　　  
  



　∴　  

 ･



 






･



 





　∴　  
 

  

　  を示して、①を用いて解いてもよい。

　－　
 
 

 




 



 


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次の各問いに答えよ。ただし、答えは結果のみ解答欄に記入せよ。２

　


 
 


の整数部分を、小数部分をとする。次の問いに答えよ。

　－　の値を求めよ。

　－　      の値を求めよ。

　整式  を  で割った余りを求めよ。

　を原点とする座標空間上に点 、、 、 、、 、、、 

　、、  をとる。これらの点が同一平面上にあるとき、の値を求めよ。

　、は実数とする。を原点とする座標平面上に 、 、 、 をとる。

　点は、    を満たしながら座標平面上を動く。

　このとき、点が動くことのできる領域の面積を求めよ。

解説

　

－　


 
 



   



　　　　　　　　

　 より、 

　よって、

－　

　　　　  

　　　　 

　よって、

　乗して、 
   

　　　∴　  

　ここで以下のようになるので

　　　　

  

  

      

   

     

    

   

   

 

　　      
   

   

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　

　整式  を  で割ったときの商を 、余りを  、は実数

　　とおくと

　　　　　　  
      ……①

　ここで、  の解について

　　　　　　  

　　　　∴　  
   

　　　　∴　、  

　  の解のつを は虚数 とすると

　　　　　　  、  

　が成り立つ。

　①に を代入して

　　　　　　  
     

　　　　∴　･ 
 
 

　　　　∴　

　は虚数、、は実数より

　　　　　　、

　よって、余りは、

　点、、、が同一平面上より

　　　

　が成り立つ。 、は実数

　よって、 


 



 






 






　　　∴　
  

   

 

　　　∴　



、




、





　平面に垂直なベクトルのつを 、、 とすると

　　　平面⊥より、⊥かつ、⊥

　よって、･かつ、･

　　　∴　 






･ 






かつ、 






･ 








　　　∴　かつ、

　　　∴　かつ、

　これらを満たす、、を組考えると、、 、 　

　よって、平面の方程式は

　　　　　･  ･  ･  

　　　∴　

　と表される。

　点は平面上より

　　　　　

　　　∴　




　、のとき

　　　

　∴　








　　　

　よって、



･




･

　 、  とおくと

　　　



･ 




･ 




、




、








  より
　は△  の周及び内部を動く。









 

　、のとき

　　　

　∴　








　　　

　よって、



･  




･

　 、  とおくと

　　　



･ 




･ 




、




、








  より　　

　は△  の周及び内部を動く。

 





  

　同様に考えて、点が動くことのできる領域は以下の平行四辺形の周及び内部となる。

 



 

 



 

　　  とする

　

　よって、求める面積は、  、 、 、 より

　　　　　　　△×

　　　　　　　　



･･  

　　　　　　　　
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　斜交軸を設定し、を 、 、を 、 とする。






 、

 、

、 

、 





　ここに、    を図示すると、以下のような平行四辺形の周及び内部となる。

　よって、求める領域は平行四辺形となり、その面積は、△の面積の

　倍となる。

　よって、



･･  

◇２０２３年　昭和大学医学部Ⅱ期



平面上で、曲線    を曲線①とする。曲線①を原点 、 を中心に



だ３

け回転した曲線を曲線②とする。次の各問いに答えよ。ただし、答えは結果のみを解答

欄に記入せよ。

　曲線①を軸のまわりに回転してできる立体の体積  を求めよ。

　曲線②の方程式を、を用いて表せ。

　曲線②上の点の座標がとりうる値の範囲を求めよ。

　曲線②と軸、軸との交点の座標をすべて求めよ。

　曲線②を軸のまわりに回転してできる立体の体積  を求めよ。

解説

　①より、







 

　よって、①は図のようになる。

























 

　①より、  


   

　図より、対称性も考慮すると求める体積  は

　　　　　   
 

 

　　　　　　 
 

    

　　　　　　









 





　　　　　　　





　曲線①上の点を 、 、曲線②上の点を 、 とする。

　複素数平面上で考えて

　　　　　   


  




　　　　　　　　  

  




　　　　　　　　
 




 




　、、、は実数より、

 




 



　……… 

　、は曲線①上の点より、    

　  を代入して

　　　　　


 
 






 
 




　　　∴　    

　よって、曲線②は、    

　曲線②上ののとりうる値の範囲は、    を満たす実数が存在する

　範囲、つまり、に関する方程式    が実数解をもつようなの範囲

　より

　　　　　  
  

　　　∴　  

　　　∴　      

　　　∴　









　    にを代入して

　　　　  

　　　∴　

　よって、軸との交点は、、 

　また、    にを代入して

　　　　  

　　　∴　

　よって、軸との交点は、 、

　②より、    

　　　　∴　
    



　よって、②は
    


、

    


を合わせたものである。

　  
    


、  

    


とすると、グラフは以下のようになる。







 

  













 



　よって、求める体積  は、対称性を考慮して

　　    


 

   



 

 

　　　  


 


 
    


  



 


 
    




　　　  


 

         


 

       

　　　  


 

     

 



     


 

      


 

    

　　　  


     


 

      


 

    

　　　 




 



 





 

 







    



 

 







   

　　　 






   


  

　　　




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平面上で、原点 、 を出発点として動く点がある。点はコインを投げて表が４
出たら軸方向にだけ進み、裏が出たら軸方向にだけ進む。ただし、コインは表

裏どちらの面が出る確率も同様に確からしいものとする。

　次の各問いに答えよ。ただし、答えは結果のみ解答欄に記入せよ。

　－　回コインを投げたときに、座標 、 に到達する確率を求めよ。

　－　回コインを投げたときに、座標 、 を通り、座標 、 に到達

　　　する確率を求めよ。

　－　回コインを投げたときに、座標 、 と座標 、 を通り、

　　　　座標 、 に到達する確率を求めよ。　　

　に到達したらその後は表が出ても、裏が出ても軸方向にだけ進むものと

　し、に到達したらそのあとは表が出ても、裏が出ても軸方向にだけ進むも

　のとする。次の各問いに答えよ。ただし、答えは結果のみ解答欄に記入せよ。

　－　回コインを投げたときに、座標 、 に到達する確率を求めよ。

　－　回コインを投げたときに、座標 、 を通り、座標 、 に到達

　　　する確率を求めよ。

　－　回コインを投げたときに、座標 、 を通り、座標 、 に到達

　　　する確率を求めよ。

解説

　

－　回コインを投げたときに、 、 に到達するのは、表が回、裏が回出る

　ときであるので

　　　　  ･


 






 











－　回コインを投げたときに、 、 を通り、 、 に到達するのは、

　最初の回で表が回、裏が回出て、そのあとの回で表が回、裏が回出る

　ときであるので

　　　　  ･


 






 



  ･



 






 














－　回コインを投げたときに、 、 と 、 を通り、 、 に到達する

　のは、最初の回で表が回、裏が回出て、次の回で表が回、裏が回出て、

　そのあとの回で表が回、裏が回出るときであるので
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　

－　回コインを投げたときに、に到達するためにはまたは上に

　必ずのる。

　上に初めてのる点が 、   のとき、残り  回で

　コインの表裏に関わらず必ずに到達する。

　上に初めてのる点が 、   のとき、残り  回で

　コインの表裏に関わらず必ずに到達する。

　よって、求める確率は　

－　回コインを投げたときに、 、 を通り、 、 に到達するのは、

　最初の回で表が回、裏が回出て、残りの回は表裏のどちらが出てもよいので

　　　　  ･


 






 



  








－　回コインを投げたときに、 、 を通り、座標 、 に到達するのは

　　ⅰ　 、 に到達してに到達する

　　ⅱ　 、 を通って 、 に到達してに到達する

　　ⅲ　 、 を通って 、 に到達してに到達する

　のいずれかの場合である。

　よって
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　より、求める確率は
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